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●我が国の管路延長は累積46万kmで地球12周分。うち50年経過管は
１万kmで今後急増

問題：膨大なストックと老朽化の進行

地球12周！見えない下水道を護る
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●管路の不具合（腐食､クラック､継ぎ手ズレ､空洞等）に起因する路面陥没が
年間3～4千件発生し、その原因は様々

－硫化水素、経年劣化、道路荷重、施工不良等

問題：膨大なストックと老朽化の進行

下水管の腐食 歩道の陥没

地球12周！見えない下水道を護る
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下水管のたわみとクラック 根の侵入
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①点検・調査 -------- 膨大な延長 --優先箇所の抽出

--調査の高速化

●管路は地下にあるため、調査はマンホール毎に蓋を開けて機材を出し入れする

●調査には人員を要し、調査速度が遅く、コスト高のため、毎年、総延長の１％程度
しか調査できていない

②劣化判定 ------------ 新規調査方法に対応した判定基準

③補修・改築 ---------- 最新補修・改築技術に対応した選定フロ－

問題への対応方針



4

地球12周！見えない下水道を護る

●管路情報ＤＢを活用した調査優先度判定による、効率的な調査の実施

●H30（2018）までに、現状の予算でも、５倍程度の日進量を達成可能
な技術を確立し、大幅な低コスト化を図る

●新調査技術に対応した劣化判定により、不具合発生リスクを低減

技術の目標
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布設後30年経過管累計延長

新技術による累計調査延長

従来技術（TVカメラ）による累計調査延長

データベースの活用により、調査優

先度を判定し、リスクを低減
データベースの活用により、調査
優先度を判定し、効率的な調査
を実施
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管外側の空洞イメージ

●管路情報ＤＢを活用した調査優先箇所の判定技術

●効率化・低コスト化した調査技術
・より簡易に調査可能な技術（スクリーニング技術、センサー技術など）
・全てのマンホール蓋を開けなくても調査可能な技術
・ＴＶカメラでは見つけにくい管外側の空洞などを発見可能な技術

●これらの技術に対応した劣化判定基準の改定

地球12周！見えない下水道を護る

必要な技術
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研究①
調査優先度判定システムの構築

研究②

管路調査技術の効率化･

低コスト化のための開発・評価

研究③

新たな調査方法や経済的改築技術

に適した劣化判定基準作成

研究課題
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〇全国から収集したTVカメラ調査データを分析し、健全率曲線を作成・公表
→自治体の将来改築事業量やTVカメラ調査量の推定に活用

→ストックマネジメント研究推進のため上記データをHPで公開
→2千件超のダウンロード

●下水道全国ＤＢ等の情報を活用して、健全率曲線の精度向上を図る

●陥没や劣化影響因子の分析からリスクを算定し、優先して調査すべき箇所
を判定するシステムを構築

研究①：調査優先度判定システムの構築

マクロな健全率曲線

・・・

布設年度

施設属性情報

布設状況

道路埋設環境

下水道全国DBを活用し、劣化影響因子
や異常発生毎の健全率曲線を作成

現場に即した
健全率曲線
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健全率曲線作成における
緊急度判定フロー

スパン毎の緊急度の判定

管1本毎の評価
（管の破損・クラック等）

管路の腐食
評 価

管路のたるみ
評 価

スパン全体評価
（ランク付け）

A, B, C

スパン全体評価
（ランク付け）

A, B, C

不良発生率評価

スパン全体の評価
（ランク付け）

A, B, C

スパン全体の不良発生率
算 定

緊急度Ⅰ： Aが2以上
緊急度Ⅱ： Aが１ or Bが2以上
緊急度Ⅲ： Bが１ or C

地球12周！見えない下水道を護る

研究①：調査優先度判定システムの構築

TVカメラ調査結果等の整理
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研究①：調査優先度判定システムの構築

マクロな健全率曲線（経過年数での評価） 不具合発生に影響する因子
（鉄筋コンクリート管）

大都市
①圧送管下流、②地盤条件
③特殊排水

地方中小都市
①過去の陥没等に隣接
②地盤条件、③樹木の近く

下水道全国DBを活用し、

劣化影響因子毎の健全率
曲線を作成不具合発生時の影響の大きさ

大都市
①鉄道・河川横断、②防災拠点下流

地方中小都市
①鉄道下、②国道・県道下

優先調査箇所の判定
システム
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〇スクリーニング調査のための民間企業開発の管路調査技術を実証し、ガイ
ドラインを作成

●道路交通のトラブル回避のため、管外側の空洞を検知する技術を評価

●管路調査の日進量大幅増・自動化・低コスト化に向け、走行技術、セン
サー技術、自動化技術等を調査し、管路調査ロボット等の要求水準を設定

研究②：管路調査技術の効率化･低コスト化のための開発・評価

スクリーニング調査のための
管路調査技術

次世代管路調査ロボット

道路の陥没予兆検知技術

下水道革新的技術実証事業
（B-DASHプロジェクト）
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陥没予兆検知技術
下水道革新的技術実証事業 （B-DASHプロジェクト*）
（Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage High Technology Project）

新技術の研究開発及び実用化を加速することにより、下水道事業におけるコスト縮減や再生可能エ
ネルギー創出を実現し、併せて、本邦企業による水ビジネスの海外展開を支援

■ 新技術の開発

民間企業

■ 新技術の実証事業を実施（実規模レベル）
（自治体のフィールドを利用し実証）

■ 新技術のガイドラインを作成し、一般化

国土交通省

■ 新技術を導入し、コスト縮減、期間短縮化
等を図る

自治体

革新的技術の全国展開の流れ

＜国土交通省＞
社会資本整備総合交付金
で導入支援

B-DASHプロジェクト ■ 国際的な基準づくりに反映
■ 実証プラントをトップセールス等に活用

水ビジネスの国際展開支援

コスト・期間の縮減 省エネ・創エネ化

B-DASHプロジェクトの効果
【自治体】

新技術が実規模レベルで一般化していな
ければ、新技術の導入に慎重となる傾向

・H25年度 スクリーニング調査
・H27年度 陥没予兆検知技術
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研究②：管路調査技術の効率化･低コスト化のための開発・評価

ノンストップスピード調査
展開広角カメラ

異常箇所を自動発見
画像認識カメラ

〇スクリーニング調査のための管路調査技術
広範囲の管路施設を対象に、重大な事故に繋がる異状を迅速かつ安価に調査するも
ので、事前の管洗浄は実施しない。

従来技術

調査速度
（約300m/日）

従来技術の
２倍程度の
調査速度を達成

浸入水

マンホールに入らず調査
管口カメラ

H25 研究成果
（B-DASHプロジェクト）

スクリーニングを核とした調査技術
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モービルマッピングシステム

地中レーダ探査

研究②：管路調査技術の効率化･低コスト化のための開発・評価

●道路の陥没予兆検知技術
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車両牽引型深層空洞探査装置の実用化に向けた実証研究
川崎地質（株）・日本下水道事業団・船橋市共同研究体

三次元陥没予兆診断技術に関する実証研究
（株）環境総合テクノス・(株)日水コン・関西大学・豊中市共同研究体

陥没の兆候の検知を目的とした空洞探査の精度と日進量の向上に関する実証
研究
三菱電機（株）・名古屋市・相模原市共同研究体

平成27年度B-DASH選定技術

【検証内容】
① 空洞探査技術の正答率の向上や解析の効率化・省力化
② 下水道の管路管理への適用性
③ 計測頻度及び計測結果の判定基準（案）の検討

研究②：管路調査技術の効率化･低コスト化のための開発・評価
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●次世代管路調査ロボットの要求水準を設定

[現状] ・段差、曲がりを超えることが困難 → マンホール毎に調査

・調査時間の８～９割は、移動や準備・片付け

[目標]・段差やインバートの走行困難箇所を克服

・複数管路の連続調査で無駄を省く

研究②：管路調査技術の効率化･低コスト化のための開発・評価

［これまでの検討内容］
・作業時間内訳の分析
・走行困難箇所（段差や屈曲等）の
発生パターン、頻度の実態調査

・ロボット技術の有識者との意見交
換
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●効率的・低コストな調査方法に適した劣化判定基準の作成

●改築技術（マンホール間スパンの一部のみの改築）等の新技術に対応した判定基
準（工法選定フロー）の作成

研究③：新たな調査方法や経済的改築技術に適した判定基準作成

管きょの異状

更生工法

従来、布設替えが主流であったが、長寿命化が可能な技術が開発され、選択肢が増えている。
異状の程度に応じた適切な工法選定が必要。

布設替え 部分更生

従来 新技術
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・異状の程度に応じた適切な工法選定で、より経済的な改築を実施可能と
なる。

・新技術を積極的に導入し、LCCの最適化、施設延命化を実現。

緊急度区分 対応の基準

緊急度Ⅰ
重
度

速やかな措置が必要

緊急度Ⅱ
中
度

簡易な措置により必要な措置
を5年未満まで延長できる

緊急度Ⅲ
軽
度

簡易な措置により必要な措置
を5年以上にまで延長できる

緊急度区分 対応の基準

緊急度Ⅰ-① 全取替

緊急度Ⅰ-② 長寿命化（更生工法）

緊急度Ⅱ-① 部分更生

緊急度Ⅱ-② 補修

緊急度Ⅲ 簡易補修

新技術に対応した判定基準のイメージ従来の判定基準

研究③：新たな調査方法や経済的改築技術に適した判定基準作成
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・自治体の要請により、道路陥没発生時における現場での原因調査方法の
指導などを実施

コンサルティング

下水道研究部職員による現地指導

腐食相談窓口の設置
（下水道研究室ホームページ）

・平成25年度より、｢管路腐食相談窓口｣を
開設し、自治体からの問合せや現場での
技術指導に対応

・下水道法改正により、管路施設の点検が
義務化され、問合せが増えることが予想
される



19

地球12周！見えない下水道を護る

・B-DASH実証技術のガイドラインを作成し、説明会やＨＰで公開、さら

に今後の調査結果を分析し、必要に応じガイドラインを改定

・国総研における研究成果を各種指針類に反映・各種研修において、講師活
動（長寿命化計画や管路調査・点検計画の策定方法等）を展開

技術移転

B-DASHガイドライン説明会
（平成26年9月 大阪）

分野 回数

ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・長寿命化 5回

管路の点検・調査方法（B-DASH含む） 7回

効率的な下水道整備手法 13回

地震対策（更生工法含む） 1回

成果の反映実績（平成26年度）
成 果 反映先

塩化ビニル管の劣化判定基準 下水道維持管理指針2014

管きょの液状化対策 下水道耐震設計指針

管きょ更生工法の品質・施工管理 下水道更生工法ＪＩＳ規格

B-DASH（管きょﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ） B-DASH技術導入ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ



ご清聴ありがとうございました。

国土技術政策総合研究所下水道研究部
20
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